
環境と文化のむら
体験教室のご案内

⃝ミニ門松づくり❶ ❷ ❸
▶日　時　❶12月15日㈭
　　　　　❷12月17日㈯
　　　　　❸12月18日㈰
▶会　場　環境と文化のむら（野鳥の森）
▶時　間　午前10時～正午
▶参加費　500円（小学生未満は無料）
⃝新年もちつき体験
▶開催日　令和５年１月15日㈰
▶会　場　環境と文化のむら（野鳥の森）
▶時　間　午前10時～正午
▶参加費　無料
※�小学生未満のお子様は、保護者と同伴で
お越しください。
※�いずれも、開催日の１か月前から参加申
し込みを受け付けます。　　　
▪申・問��県環境と文化のむら（☎852・2202）

国民年金の加入手続き・保険料免除申請等の
電子申請を開始します

　国民年金第１号被保険者の資格取得・種
別変更、保険料免除・納付猶予申請、学生
納付特例申請については、マイナポータル
を利用した電子申請ができるようになりま
した。申請には、マイナンバーカードが必
要となりますが、マイナポータルの情報を
活用してスマートフォンやパソコンで申請
書等を作成することができるため、紙の申
請書より簡単に作成することができます。
　また、申請結果もスマートフォン等で確
認することができます。お手続きの際は、
ぜひご利用ください。
　詳しくは、日本年金機構のホームページ
をご覧ください。
問��町住民生活課（☎852・5112）

消費税のインボイス制度に関する
説明会を開催します

　事業者の方を対象に、令和５年10月か
ら実施される消費税のインボイス制度に関
する説明会を開催します。
▶日　時　11月10日㈭
　　　　　午前10時30分～正午
▶会　場　�八郎潟町えきまえ交流館はちパ

ル　交流ホール
▶対　象　個人、法人の事業者
▶共　催　�八郎潟町、井川町、五城目町、

秋田北税務署
※�来場の際は、マスクの着用と検温の実施
にご協力をお願いします。
問��町税務課（☎852・5144）

スマートフォン操作体験会の
参加者を募集します

　スマートフォンを使ってみたい、スマー
トフォンをもっと活用したいと考えている
方向けに操作体験会を開催します。
　体験用のスマートフォンはこちらでご用
意しておりますので、スマートフォンをお
持ちでない方も、気軽にご参加ください。
　１日２回開催を予定しており、１回目は
スマートフォンを初めて触るような初心者
の方向けの内容（本体の基本操作、電話の
かけ方等）、２回目は少しレベルアップし
た内容（ＬＩＮＥ、インターネット閲覧等）
を予定しています。
▶開催日程（１日２回開催）
　11月29日㈫
　午前11時～午後０時30分
　午後１時30分～午後３時
▶場　　所　内川地区公民館
▶対　　象　�県内にお住まいの65歳以上

の方
▶定　　員　10人
▶参 加 費　無料
▶主　　催　秋田県
※�参加を希望される方は、下記へ事前に申
し込みをお願いします。
▪申・問��特定非営利活動法人　あきたパート

ナーシップ（遊学舎）☎829・5801
（受付時間：午前９時30分～午後６時）

募 モルック大会の
参加者を募集します

　モルックは１～12の数字が書かれた木
の棒（スキットル）を30㌢ほどの丸棒
（モルック）を投げて倒す競技で、３人以
上でチームを作り、設定された合計点に先
に到達したチームが勝利となります。
　上位３チームには表彰と豪華賞品、全員
に参加賞もあります。
　たくさんのご参加をお待ちしています！
▶期　日　11月19日㈯
▶時　間　午前９時受付開始
　　　　　午前９時30分競技開始
▶会　場　雀館運動公園グラウンド　
※雨天時は広域体育館第２体育室
▶内　容　　�予選リーグの上位４チームで

準決勝、決勝を行い、最終順
位を決めます。　

※�申し込み時に３人のチームが作れない場
合は、おひとりでも申し込みができま
す。当日、個人参加した方々でチームを
作ります。
▶参加費　無料
▪申・問��五城目地区公民館（☎852・4411）

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間のご案内

　法務局では、下記のとおり「女性の人権
ホットライン」強化週間を実施し、皆様方
からのご相談をお受けします。相談は無料
で、人権擁護委員および法務局職員が担当
させていただき、相談内容についての秘密
は厳守します。
▶日　　時　11月18日㈮～11月24日㈭
　　　　　　�⃝平日
　　　　　　　午前８時30分～午後７時
　　　　　　⃝土曜日、日曜日
　　　　　　　午前10時～午後５時
▶相談窓口　�女性の人権ホットライン
　　　　　　（ 0570・070・810）

風力発電事業に係る
計画段階環境配慮書を縦覧します

　「（仮称）三種五城目風力発電事業　計画
段階環境配慮書」の縦覧を以下のとおり行
います。
▶縦覧期間　11月10日㈭～12月12日㈪
※意見書受付は12月12日㈪まで
▶縦覧場所　�❶町住民生活課（町役場１階）
　　　　　　❷内川地区公民館
※いずれも開庁・開館時間のみ
※�電子縦覧（インターネットによる公表）
も、以下のURLで行います。
　➡�https://www.jre.co.jp/news/
⃝住民説明会を開催します
▶日　時　�11月27日㈰
　　　　　午前10時～正午
▶場　所　内川地区公民館　３階
問��ジャパン・リニューアブル・エナジー株式
会社　担当　神

かみやま

山・關
せきね

根・安
あんどう

東
（☎03・6455・4900）

犯罪被害者週間「県民のつどい」を
開催します

　誰もが、ある日突然、犯罪に巻き込まれ
被害者、その家族・遺族になる可能性があ
ります。この機会に、犯罪被害者等の「思
い」に触れてみませんか。
▶日　時　11月26日㈯
　　　　　午後１時30分～午後４時
▶場　所　秋田拠点センターアルヴェ

多目的ホールほか
▶定　員　180人
問��県生活環境部県民生活課
（☎860・1522）
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